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図－5 妥当性検ilEの対象としたラジア／レゲー ト
表 1 妥当性検証の刈象としたラジアyレゲート諸元
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ゲー ト型式 用途 発電所数 門数
ラジアノレゲー 卜 洪水吐 7 25 
ロー ラー ゲード1 洪水吐 8 20 
取水口 9 9 
小計 24 54 
解析対象としたゲ トー
図－7
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*lストー ニー ，キャタピラ含む
今後30年間のゲート更新長期計画
るごとに今回作成したモデルにより板厚条件を変更した再
評価を実施し，長期計画を随時見直ししてし、く予定であ
る。また，解析結果から得られた応力状態の予測をもと
に，重点監視および重点保守部を定め，設備状況の確実な
把握と延命化を実施していくこととしている。
今回実施した3次元有限要素解析および維持管理用解
析モデルの採用により，健全度診断技術の高度化を行うこ
とができた。また，この手法により更新時期を平準化した
長期的なゲートの更新計画を策定できた。今後は，同手法
の動的解析への適用や解析の高精度化などを検討したし、。
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図 9
おわりに
した。
図 8にラジアルゲ トーの将来の健全度診断の例を示
す。このラジアlレゲートは板厚の計測実績から想定すると
主桁ウェブの腐食の進行が早く ，20年後に主桁ウェブの
脚柱連結部付近において局所的な座屈が懸念される状態に
なると判断された。このため，今後20年以内に更新する
計画とした。
以上のような現状及び将来の健全度診断結果から，更新
の優先順位付付を行い，極力更新工事を平準化させた今後
30年間のゲートの更新計画を策定した。図－9に策定し
た更新計画を示す。
今後，6年に 1回の定期診断による板厚計測が実施され
